
測定の手順　ー鼻腔ぬぐい液ー

抗原検査キット 簡易取り扱い説明書

検査を始める前に手を洗いましょう

検査の準備1 準備するもの2

緩衝液チューブ3

鼻腔用滅菌綿棒4

フィルターキャップ5

2㎝ 2㎝

×10 ×10

緩衝液チューブを
取り出します。
（ハサミを使用しないで下さい）

1 シールをはがします。2 緩衝液チューブを
箱の中央にある
穴に差し込みます。

3

鼻腔用滅菌綿棒を
取り出します。
その際、綿棒の先端に
触れないように注意して
ください。

1 綿棒を鼻腔に2㎝程度挿入し鼻腔の
内側の粘膜に沿って綿棒をゆっくり
10回転させ、粘膜表皮を採取します。
同じ綿棒を使用して反対の鼻腔でも
同様の操作を繰り返します。

2

キャップを緩衝液が入ったチューブに
押し込み、しっかりとはまっている
ことを確認して下さい。

1 キャップを取り付けたチューブを、
箱の中央の穴に差し込みます。

2

綿棒を緩衝液が
入ったチューブに挿入し、
10 回ほどかき混ぜます。

3 細くなっている部分を
目印に綿棒を折ります。
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※詳細は添付文書等をご覧ください。

簡易取り扱い
説明書（本資料） 緩衝液

チューブ

鼻腔用
滅菌綿棒

テストデバイス

フィルター
キャップ

操作動画は
こちらから
ご覧ください。

※フィルターキャップも
　同梱されています。

※緩衝液チューブの入った袋に
　同梱されています。



テストデバイスを
袋から取り出し、
水平な所に置きます。

1 箱の穴に差し込んである
チューブを引き抜き、
ゆっくり10回ほど混合
させます。

2 テストデバイスの検体滴下孔に、
抽出した試料3滴を垂直に滴下します。 
（検査中は、テストデバイスを水平な
場所に置き、動かさないでください。）

3 15分後に結果を確認してくだ
さい。 ただし、15分より前でも
CラインおよびTラインが確認
された時点で陽性の判定を行う
ことはできます。

4

COVID-19
Ag

BI
OC

RE
DI

T 
CO

VI
D-

19
 A

g
Ho

m
e T

es
t N

as
al

COVID-19
Ag

CO
VI
D-
19

C T S

Ag

15分

テストデバイス6

結果の判定7

廃棄方法

色の濃淡

測定の手順　ー鼻腔ぬぐい液ー

抗原検査キット 簡易取り扱い説明書
※詳細は添付文書等をご覧ください。
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陰性

Cラインのみに赤色のラインが
現れた場合、 結果は陰性です。
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陽性

Cラインに赤色とTラインに黒色が
現れた場合、 結果は陽性です。

CO
VI
D-
19

C T S

Ag
CO
VI
D-
19

C T S

Ag
無効

Cラインの赤色が認められない場合は、 
結果は無効と見なします。
別の検査キットでやり直してください。

陰性
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＊Cラインに赤色とTラインに黒色（色の濃淡にかかわらず）が
　現れた場合、結果は陽性です。

陽性

陰性
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製造販売承認番号 ： 30500EZI00001000体外診断用医薬品

本キットや検体採取に使用した綿棒などは家庭ごみとして各自治体の廃棄方法に従って廃棄してください。
使用後の綿棒等は感染性を有するおそれがありますので、廃棄時の取り扱いには十分注意し、使用したキット
（綿棒、チューブ等を含む）をごみ袋に入れて、しっかりしばって封をする、ごみが袋の外面に触れた場合や袋
が破れている場合は二重にごみ袋にいれる等、散乱しないように気をつけてください。

30分を過ぎたテストデバイスは判定に使用しないでください。注 意

操作動画は
こちらから
ご覧ください。


